
第三者のためにする生命保険契約に関する現行商法の規律 

※ Ｃ及びＤにおいては，保険契約者が保険金受取人を変更していないことを前提としている。 

※ 上記表では，保険契約者と被保険者と保険金受取人が別人であり，かつ，それぞれの死亡時期が異な

る事案を前提としている。 

 

Ａ 現行商法第６７５条第２項 

 

 ① 保険契約者の死亡 

 ② 保険金受取人の確定 

 

【部会資料６の４(2)の（注）１参照】 

 

 

Ｂ 現行商法第６７６条第１項 

 

 ① 保険金受取人の死亡 

② 保険契約者は保険金受取人を

変更できる 

 

【部会資料６の４(2)の本文①参照】 

 

 

Ｃ 現行商法第６７６条第２項 

 

 ① 保険金受取人の死亡 

② 保険契約者の死亡 

③ 保険金受取人の確定（保険金受

取人の相続人が保険金受取人に

なる） 

 

【部会資料６の４(2)の（注）１参照】 

 

 

Ｄ 現行商法の規定なし 

 

 ① 保険金受取人の死亡 

 ② 被保険者の死亡（保険事故の発

生） 

③ ？ 

 

【部会資料６の４(2)の本文②参照】 

 

保険契約者

被保険者 保険金受取人

（相続人が保険金受取人になる） 

保険金受取人
の確定 

保険契約者

被保険者 保険金受取人

保険金受取人
を変更できる 

保険契約者

被保険者 保険金受取人

（相続人は保険金受取人を変更できない） 

保険金受取人
の確定 

保険契約者

被保険者 保険金受取人

？ 

（相続人は保険金受取人を指定・変更できない） 

（当然に相続人が保険金受取人になるわけではない） 

① 

② 

① 

② 

② 

① 

③ 

① ② 

③ 


